動かぬ証拠
尖閣諸島の日本領有を中国自身が示す証拠資料５点
１８９５年以来尖閣諸島は日本の領土である琉球列島の一部として認められてきた。１９７１年、中華民国・中華人民共和国が突如として尖閣諸島の領有権を主張するようになった。国連の調査により付近の海底に天然ガスなどの資源が存在することが報告されたためである。それまでには中国（清・中華民国・中華人民共和国）が日本の尖閣の領有に異議を唱えたこともなければ、いわんやその領有を主張したことなど一度としてなかった。それは彼らが尖閣は日本領と認めていたためである。それを裏付ける、動かしがたい証拠となる資料５点をここに示すものである。
1. 『世界図集』（１９６０年。北京市地図出版社）

2. 『世界地図集　第一冊　東亜諸国』

（１９６５年、台湾の「国防研究院」と「中国地学研究所」が共同で出版）

3. 中華民国長崎領事からの感謝状（１９２０年）
4. １９６９年中国政府制作の機密扱いの尖閣諸島の地図

（Washington Times 2010年９月１５日号、Inside the Ring コラムで、

ビル・ゲーツ氏が掲載、解説）

5. 人民日報、１９５３年１月８日号
「琉球群島人民がアメリカの占領に反対し戦う」
「史実を世界に発信する会」
Society for the Dissemination of Historical Fact
　

１、『世界地図集』（１９６０年。北京市地図出版社）

　　　

２、『世界地図集　第一冊　東亜諸国』
（１９６５年、台湾の「国防研究院」と「中国地学研究所」が共同で出版）
　　

３、中華民国長崎領事からの感謝状

注：大正８年（１９２０年）、魚釣島付近で遭難した中国福建省漁民３１人を、魚釣島でカツオ漁を営んでいた古賀善次氏らが救助して全員無事に送り返したことに対する中華民国長崎領事からの感謝状。日本帝国沖縄県八重山郡尖閣列島と明記されている。
４、Washington Times 2010年９月１５日号
１９６９年中国政府によって作成された機密扱いの公式地図では「尖閣群島」

は、日本領とされている。北京政府が金魚台列嶼は中国領であるとの最近の主張を危うくするものだ。この地図は、東京側の領有権主張を支持するものだ。
By Bill Gertz

５、
注：傍線部分（訳は下記）で尖閣は琉球群島の一部であることを明記
琉球群島人民がアメリカの占領に反対し戦う

　　琉球群島は、わが国台湾の東北から日本の九州西南の間の海上に散在し、尖閣諸島、先島諸島、大東諸島、沖縄諸島、奄美群島、トカラ列島、大隅諸島など七組の島々からなり、それぞれにはたくさんの大小の島々があり、合計で５０以上の名称のついた島と４００強の無名の小島があって、全部の陸地合計面積は４６７０平方キロメートルある。
